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生 物 資 源 の 保 全 政 策 と そ の 効 果
慶 謄 義 塾 大 学 大 沼 あ ゆ み
生 物 多 様 性 保 全 の た め に と ら れ て い る い く つ か の 政 策 を 概 観 し 、 あ わ せ て 経 済 学 的 に 考 察 す る 。
1. ワ シ ン ト ン 条 約 の 取 引 禁 止 ( ト レ ー ド ・ パ ン ) の 経 済 効 果 : 取 引 禁 止 が 有 効 で あ る か ど う か
を 決 定 す る い く つ か の 要 因 を 提 示 す る 。 そ れ ら は ( 1 ) 道 徳 的 理 由 等 で の 需 要 減 少 の 大 き さ (2) 
財 に 代 替 品 が あ る か ど う か (3) ロ ン ダ リ ン グ の 規 模 (4) 合 法 的 供 給 水 準 (5) 摘 発 能 力 と 罰
則 (5) 野 生 動 物 の 保 護 ・ 監 視 、 で あ る 。
2. 伝 統 的 な 国 立 公 園 ・ 自 然 保 護 区 設 定 型 の 保 全 と そ の 問 題 点 に つ い て の 考 察 : こ の 保 全 政 策 が
機 能 す る た め に も 、 ( 1 ) 適 切 な 監 視 費 用 を 支 出 す る こ と が 財 政 的 に 可 能 で あ る こ と 、 (2) 開 発 の
イ ン セ ン テ ィ ブ ( 保 全 の 機 会 費 用 ) が 低 い こ と 、 (3) 地 域 社 会 と の 問 に 野 生 生 物 に 代 表 さ れ る
自 然 資 源 の 利 用 を め ぐ る 敵 対 関 係 が 大 き く な い こ と 、 (4) 過 剰 な 旅 行 需 要 が 制 御 可 能 で あ る こ
と 、 あ る い は (5) 公 務 員 の モ ラ ル が 低 く な い こ と 、 な ど さ ま ざ ま な 条 件 が 必 要 で あ る こ と を 述
ベ る 。
3 .  コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ベ イ ス ト ・ マ ネ ジ メ ン ト (C B M ) : ジ ン パ ブ エ の C A M P F I R E の 例 を 紹 介
し な が ら 、 そ の 特 徴 と 機 能 に つ い て 、 イ ン セ ン テ ィ ブ の 側 面 を 中 心 に 説 明 す る 。 つ ぎ に 、 所
有 権 の 観 点 か ら 国 立 公 園 型 政 策 と C B M を 分 析 し 、 と く に C B M と 地 域 住 民 の 自 然 資 源 の 利
用 権 に 焦 点 を あ て る 。 最 後 に 、 C B M が 有 効 で あ る た め の 条 件 を 列 記 し 、 長 期 に わ た っ て 機
能 す る た め に は 、 十 分 な 調 整 が 必 要 で あ る こ と を 論 じ る 。
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